
 

 

 

 

 

 

 

ＰＥシリーズ１ 

補正の必要がないＰｌｏｙｅｔｈｙｌｅｎｅ極点図のＯＤＦ解析比較 

 

 

 

吸収やｄｅｆｏｃｕｓが必要のない極点図のＯＤＦ解析結果 

 

 VolumeFractionの期待値は５０％に対し、どの極点図でもほぼ同一結果が得られます。 

 実際の極点図の場合、バックグランド、吸収、ｄｅｆｏｃｕｓの問題があります。 

 次回に評価してみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月２２日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

概要 



 高分子材料の極点測定では、反射極点図、等価極点図が測定され、透過極点図と反射極点図を接続し 

   完全極点図による ODF解析が行われている。 

   本資料では＜０２０＞Ｆｉｂｅｒ極点図（面配向 VolumeFraction５０％）を作成し 

   TD軸回転(９０度)から軸配向極点図を作成し、完全極点図、反射極点図、透過極点図の ODF解析を 

   比較する。極点図は吸収やｄｅｆｏｃｕｓの影響を受けていない比較である。 

   完全極点図(LaboTexで<020>Fiber（面配向）を作成し PFRotationで TD軸 90度回転極点図) 

    

反射極点図 

 

等価極点図 

 

上記極点図のＯＤＦ解析結果の VolumeFractionの期待値は各々５０％である。 

ODF解析として LaboTexを用いるが、LaboTexは軸配向に対応していないため、 

ODF解析結果を軸配向から面配向にして VolumeFraction解析を行う。 

LaboTexでは軸の取り方が異なるため、PE極点図の指数が異なります。 

     

完全極点図をＬａｂｏＴｅｘで解析 



 Ｅｒｒｏｒ評価 

  

  

再計算極点図 

 

 

 

軸配向から面配向に変換し VolumeFraction 計算 

ＯＤＦ最大密度 



 

 

 

 

 

 

 

反射極点図をＬａｂｏＴｅｘで解析 



 

 

 

 

 

 

軸配向から面配向に変換し VolumeFraction 計算 



 

 

 

透過法極点図をＬａｂｏＴｅｘで解析 



 

 

 

 

 

 

 

軸配向から面配向に変換し VolumeFraction 計算 



 

 

 


